
 研究テーマ 
 

「人と関わることへの自信や意欲を育てるために」   

1 

本実践に関連する児童生徒の実態 

○課題 
・交流学級において自分から友達へ話しかけたり，              
困った時には尋ねられたりできるようになること。 
・人と関わることへの自信や意欲をもつこと。 
 
○強み 
・絵を描くことや，ものづくりが得意である。 
・興味をもったものは，納得がいくまで探求しよう   
とする。 
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対象児童生徒 小学校第４学年 

指導目標・指導仮説 

目標（本実践終了時の期待する子供の姿） 

 自分から友達へ話しかけたり，困った時には尋ねられた
りできる。 

 

指導仮説 
 児童の思い入れのある手作りの「ことわざカルタ」で，交
流学級の友達とふれあうことで，人と関わることへの自信が
ついていくだろう。 
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児童生徒の実態 児童生徒の実態 

教科等及び単元（題材）名 
自立活動の時間「友達に遊びのさそいをしよう」 
 

指導・評価の計画 

主な学習活動 目標 評価方法 

１次 

遊びに誘うときの言葉
について理解する。 

いつ・どこで・何をして遊ぶかを
相手に伝えられる。 

・ホワイトボー
ドへの筆談 

・会話 

２次 

交流学級の友達を遊び
に誘う。（教員のサ
ポートあり） 

教員のサポートを受けながら，筆
談で，交流学級の友達を誘うこと
ができる。 

・ホワイトボー
ドへの筆談 

・行動観察 

３次 

交流学級の友達を遊び
に誘う。（教員のサ
ポートなし） 

教員のサポートを受けないで，筆
談で，交流学級の友達を誘うこと
ができる。（自力で自分の意思を
伝えられる。） 

・ホワイトボー
ドへの筆談 

・行動観察 
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評価内容 評価方法 

実践前後での，友達への自発的な働きかけの様子。 ①行動観察 ②写真 ③日記 

◆表２ 実践前後の変容の評価 

◆表１ 指導・評価の計画 

指導の実際① 
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『上手な断り方をしよう』 
「○○くん遊ぼう。」 
「ごめん，今日は○○があって遊べないんだ。また遊ぼうね。誘
ってくれてありがとう。」 

『友達に助けを求めよう』 
「助けてください。」「ありがとう」 

『友達からヒントをもらおう』 
「○○くん，ヒントをください。」 
「わかりました。」 

『友達にお願いをしよう』 
「○○くん，～を持っていますか。」 
「はい，どうぞ。」「ありがとう」 
「いいえ持っていません。」「わかりました。」 
 

～SST活動の様子～ 指導の実際② 
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『友達に遊びのさそいをしよう』 

「ことわざカルタで遊びませんか。」 

いつ：しおかぜ・昼休憩 

人数：４人 

「ありがとうございます。では，なのは
な１で待っています。」 

 

カードを見せながら，精一杯の
声で読み札を読んでいます。 

教員のサポートのもと，交流学級
のみんなに遊びの誘いをしていま
す。 

「順風満帆」の読み方を教えてあ
げています。 

審判になり，判定を身振りで伝え
ています。 

～ことわざカルタ遊びの様子～ 



指導の実際③ 
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交流学級の友達に遊びのお誘いをしました
が，この日は，交流学級のクラス遊びの日
だったため，カルタ遊びができませんでし
た。 

交流学級のみんなから，クラス遊びを誘っ
てもらいましたが，「鬼ごっこ」はやりた
くなかったので断りました。 

ことわざカルタで遊んだ時の気持ちを日記に書きました。友達と一緒
に楽しめたことや，友達からかけてもらった言葉に，嬉しい気持ちが
あふれています。この日記は交流学級の学級通信で紹介され，児童の
気持ちを他児に知ってもらうきっかけになりました。 

～遊んだ時の日記～ ～遊びのお断り～ 

指導の実際④ 
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給食のとき，
おかずがこぼ
れてしまいま
した。ティッ
シュがなくて
困っていたと
き，自分から
友達に筆談で
お願いができ
ました。 

三回目で，初めて教員のサポートなし
に，一人でみんなに遊びの誘いをする
ことができました。 

関わりが増えるにつれて，緊張が
和らぎ，笑顔が多く見られるよう
になってきました。 

授業参観で発表できたことは
初めてです。授業中何度も挙
手をし，堂々と発表をしてい
ました。 

～遊びの誘い（サポートなし）～ ～積極的な発表～ 

～困った時のお願い～ 

学習過程の評価 

次 学習活動 児童生徒の状況 達成状況 

１ 

遊びに誘うときの言
葉について理解する。 

友達を遊びに誘うために必要な内容（い
つ・どこで・何をして遊ぶか）を考え，伝
達手段であるホワイトボードに書くことが
できた。 

○ 
 

２ 

交流学級の友達を遊
びに誘う。（教員の
サポートあり） 

数回，教員のサポートを受けながら，筆談
で，交流学級の友達を誘い，数人と「こと
わざカルタ遊び」を楽しむことができた。 
誘った日のうち1度，交流学級のクラス遊び
の日と重なったときがあり，逆に誘っても
らう機会があった。しかし，「鬼ごっこ」
はやりたくなかったため，断った。断る勇
気をもって筆談で応えることができた。 
 

○ 

３ 

交流学級の友達を遊
びに誘う。（教員の
サポートなし） 

遊ぶ回数が増えるにつれ，教員のサポート
を受けないで，筆談で交流学級の友達を誘
うことができるようになった。 ○ 

9 

実践前後での児童生徒の変容 
実践前 実践後 

・自分から働きかけることに自信が
もてなかった。 

・放課後に交流学級の友達と遊びた
いが，自分からは誘う勇気がないの
で，教員にサポートを求めていた。 

・交流学級の友達に意思を伝えたい
ときは，教員を介さないとなかなか
伝えることができなかった。 

 

・友達が落としたものさしを拾い，
渡してあげられるようになった。 

・困った状況のとき，自分から近く
の友達に筆談で助けを求めることが
できるようになってきた。 

・もっと友達と交流したいという気
持ちが芽生え，誘う回数が増えた。 

・交流学級での授業で，自発的に筆
談で発表するようになった。 

・少人数で会話するとき，少し離れ
た場所から相手に届く声の大きさで
会話できるようになってきた。 

・交流学級の友達が以前より話しか
けてくれるようになり，会話が増え
た。 
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指導仮説の検証 
●児童生徒は目標を達成したか。 

・達成した。 

●判断の理由・根拠 

・教員のサポートを受けないで，筆談で交流学級の友達を誘うことが
できた。 
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●指導の工夫は有効であったか 

・有効であった。 

●判断の理由・根拠 

・ソーシャルスキルトレーニングで身に付けた「誘う」「返答をす
る」「お礼を伝える」等のコミュニケーションスキルを使い，自分で
交流学級の友達を誘うことができた。 

・自分の作った「ことわざカルタ」で交流学級の友達に楽しんでもら
う経験を通し，自己肯定感が高まった。 

・交流学級の友達とふれあう機会が多くなるほど，人と関わることへ
の自信がついてきた。 

 

指導の改善案 
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成果・課題を踏まえた改善案 
・状況に応じた応答ができるよう，ソーシャルスキルトレーニングを積んでい
く必要がある。 

・困った時には，自分から同じ班の友達に伝えることができるよう，筆談やボ
イスレコーダーで伝えられるように練習をさせる。 

成果（よかった点） 課題（改善が必要な点） 

・児童は「ものづくり」が得意であり，
自分の作った「ことわざカルタ」で交
流学級の友達に楽しんでもらう経験を
通し，自己肯定感が高まった。 

・自己肯定感が高まり，自分の意思を
相手に伝えることに積極的になってき

た。 
・交流学級の友達が誘ってくれるよう
になった。 

・放課後も，積極的に友達と遊ぶ機会
が増えた。 

・状況に応じた応答ができる必要があ
る。ソーシャルスキルトレーニングを
積み，状況に応じた応答ができるよう
にする。 

・交流学級での授業では，同じ班の友
達と関わる機会が多いので，同じ班の
友達との人間関係をつくっていくこと
が必要である。 

 


